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した
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コロナ禍において、深夜にまで及ぶ天体現象の観測は不可能な状態であった。
その中で、部員達は試行錯誤を続け、本による観測技術の習得等工夫してきた。
本年度は各自の観測が中心であったが、少しでも天体に興味を持ち、実際に自分で望遠鏡や双
眼鏡で観測できることを目標に準備を進めていきたい。

教頭 校長

３月

次年度に向けた準備（観測機器の充実等） 休養日 教頭 校長

２月

休養日 教頭 校長

１月

休養日 教頭 校長

12月

○16日　観測会（本校屋上） 休養日 教頭 校長

11月

〇8日　月食と天王星食の観測（各自） 休養日 教頭 校長

10月

休養日 教頭 校長

９月

〇4日　宇高祭にてモデルロケットの打ち上げ 休養日 教頭 校長

８月

休養日 教頭 校長

７月

〇7日　宇高祭企画ミーティング 休養日 教頭 校長

６月

休養日 教頭 校長

５月

〇30日　部内ミーティング 休養日 教頭 校長
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４月

休養日 教頭 校長


